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ポスト・
トゥルースの
時代とは

世界の政治が大きく動きつつあるいま、
先進各国におけるポスト・トゥルースの
影響と、政治やメディアが果たすべき

役割について考える。



イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ア
メ
リ
カ
の
ト

ラ
ン
プ
新
大
統
領
誕
生
な
ど
、
世
界
の
政

治
が
大
き
く
動
い
た
二
〇
一
六
年
。
ワ
ー

ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
に
「
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ

ル
ー
ス
」
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
言
葉
は
、

客
観
的
な
事
実
が
重
視
さ
れ
ず
、
感
情
的

な
訴
え
が
政
治
的
に
影
響
を
与
え
る
状
況

を
表
し
て
い
る
。

各
国
に
お
け
る
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の

影
響
や
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
政
治
や
メ

デ
ィ
ア
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
で
、
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー

ス
へ
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
べ
き
か
示
唆

を
得
た
い
。

わたしの構想―My Vision　No. 31　2017. 9

ポ
ス
ト
・

ト
ゥ
ル
ー
ス
の

時
代
と
は



根
本
に
潜
む
市
民
の
分
断

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
は
、
二
〇
一
六
年
の
ワ
ー
ド
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
、
日
本
流
で
い
え
ば
流
行
語
大
賞
に
「
ポ
ス
ト
・

ト
ゥ
ル
ー
ス
（post-truth

）」
を
選
ん
だ
。
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス

と
は
「
世
論
の
形
成
に
お
い
て
、
客
観
的
事
実
の
影
響
力
が
、
感
情

や
個
人
の
信
念
に
対
す
る
訴
え
か
け
に
劣
る
状
況
を
意
味
す
る
、
ま

た
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
関
す
る
形
容
詞
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
と
い
う
単
語
自
体
は
以
前
か
ら
存
在
し
て

い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
広
く
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、

二
〇
一
六
年
に
行
な
わ
れ
た
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
離
脱
を
め
ぐ
る
イ

ギ
リ
ス
の
国
民
投
票
と
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
国
民
投
票
で
は
「
Ｅ
Ｕ
に
週
三
億
五
〇
〇
〇
万
ポ
ン

ド
（
約
五
三
〇
億
円
）
も
仕
送
り
を
す
る
の
を
止や

め
て
、
そ
の
お
金

を
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
使
お
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
離
脱

賛
成
派
に
よ
っ
て
喧け

ん

伝で
ん

さ
れ
た
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
政

府
の
対
Ｅ
Ｕ
支
出
は
週
当
た
り
一
億
六
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、
政
府
支

出
の
一
％
強
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
「
事
実
」
は
か
す
ん

で
み
え
た
。

企
画
に
当
た
って

問
わ
れ
る

政
治
と

メ
デ
ィ
ア
の

緊
張
感

　

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
い
ま
な
お
不
正
確
ま
た
は
不
適

切
な
発
言
で
た
び
た
び
物
議
を
醸
し
て
い
る
。
な
か
で
も
極
め
付
き

は
、
大
統
領
就
任
式
に
過
去
最
大
の
人
出
が
あ
っ
た
と
い
う
公
式
発

表
の
真し

ん

贋が
ん

―
同
じ
場
所
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
比
較
で
は
、
オ
バ

マ
大
統
領
就
任
式
の
観
衆
の
方
が
明
ら
か
に
多
か
っ
た
―
を
追
及

さ
れ
た
際
に
、
大
統
領
顧
問
が
発
し
た
「
あ
な
た
は
う
そ
と
い
う
け

れ
ど
、
報
道
官
は
『
代
わ
り
の
事
実
（alternative facts

）』
を
示

し
た
ま
で
よ
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
両
国
政
治
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
今
井
貴
子
・
成
蹊
大

学
教
授
と
飯
田
連
太
郎
・
東
京
大
学
特
任
研
究
員
に
よ
る
と
、
イ
ギ

リ
ス
の
国
民
投
票
の
結
果
は
離
脱
派
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
影
響
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
う
そ
や
誇
張
に
よ
っ
て
ト
ラ
ン
プ
支
持
が
増
え

た
の
で
も
な
い
。
別
々
に
行
な
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
二
人
が

そ
ろ
っ
て
強
調
し
た
の
は
、
政
治
が
分
極
化
す
る
一
方
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
勢
力
は

自
ら
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
情
報
ば
か
り
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な

り
、
既
存
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
異
な
る
意
見
に
は
耳
を
傾
け
な
く
な

る
市
民
の
分
断
こ
そ
が
、
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
政
治
の
根
本
に

潜
む
問
題
点
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
反

谷
口
将
紀

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科 

教
授
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メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誇
張
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
に
世
論

が
雪な

だ
れ崩
を
打
っ
て
反
応
し
や
す
く
、
時
に
は
政
権
の
帰き

趨す
う

ま
で
左
右

し
う
る
。
虚
偽
ま
た
は
誇
張
さ
れ
た
情
報
が
説
得
効
果
を
も
ち
や
す

い
分
、
潜
在
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
日
本
の
方
が
大
き
い
、
と
い
う
訳

だ
。情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
よ

　

そ
れ
で
は
、
い
か
に
し
て
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
政
治
に
対
抗

す
べ
き
か
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
政
治
家
ら
の
発
言
が
事
実
か
ど
う
か
を

確
認
し
、
人
び
と
に
知
ら
せ
る
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
に
は
、
国
際
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
キ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｎ
）
と
い
う
団
体
も
設
立
さ
れ
た
。
日
本
で
も
、『
朝

日
新
聞
』
や
『
東
京
新
聞
』
な
ど
で
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
先
駆
者
で
あ
る
朝
日
新
聞
政

治
部
の
園
田
耕
司
記
者
は
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
社
会
の
ウ
オ
ッ

チ
・
ド
ッ
グ
（
番
犬
・
監
視
役
）
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を

果
た
す
た
め
の
手
段
と
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
第
四
権
力
と
呼
ば

は
誇
張
、
あ
の
部
分
は
誤
り
」
な
ど
と
読
み
づ
ら
い
記
事
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。
さ
ら
に
、
真
正
性
よ
り
も
自
分
と
の

親
和
性
を
情
報
選
別
の
基
準
に
す
る
人
び
と
が
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
入
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

病
気
の
克
服
に
は
治
療
薬
の
開
発
と
並
ん
で
予
防
策
の
普
及
が
有

用
で
あ
る
よ
う
に
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
責
任

な
ど
の
制
度
整
備
と
同
時
に
、
迂う

遠え
ん

で
は
あ
っ
て
も
わ
れ
わ
れ
の
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
不
断
の
努
力
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
側
面

だ
ろ
う
。

れ
る
メ
デ
ィ
ア
自
身
の
在
り
方
を
も
検
証
の
対
象
と
し
、
も
っ
て
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
事
実
を
伝
え
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
全ま

っ
とう

す
る
と
の
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。
本
企
画
で
は
、

バ
ズ
フ
ィ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
の
古
田
大
輔
創
刊
編
集
長
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
広
が
っ
て
い
る
情
報
を
検
証
し
て
、
う
そ
を
見
破
る
「
デ
バ

ン
キ
ン
グ
」
と
い
う
先
進
的
な
試
み
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
に
も
課
題
は
残
る
。
虚
偽
が
広

ま
る
前
に
正
確
な
検
証
を
行
な
う
ス
ピ
ー
ド
と
コ
ス
ト
負
担
の
両
方

が
必
要
な
上
、
検
証
結
果
が
「
こ
の
部
分
は
正
し
い
が
、
そ
の
部
分

響
室
（echo cham

ber

）」
効
果
に
通
じ
る
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
保
守
派
の
人
な
ら
ば
、
保

守
的
な
社
論
を
掲
げ
る
新
聞
を
読
み
、
保
守
派
の
司
会
者
が
リ
ベ
ラ

ル
派
を
散
々
に
こ
き
下
ろ
す
ト
ー
ク
・
ラ
ジ
オ
を
聞
き
、
保
守
派
の

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
登
場
す
る
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
、
そ
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
保
守
的
言
論
空
間
で
情
報
交
換
す
る
と
い
っ
た
具

合
で
、
自
ら
の
政
治
的
傾
向
に
沿
う
言
説
ば
か
り
を
え
り
好
み
（
選

択
的
接
触
）
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
反
響
室
の
な
か

に
い
る
よ
う
に
、
そ
の
人
の
な
か
で
は
同
じ
声
ば
か
り
が
延
々
と
こ

だ
ま
し
て
、
自
分
の
意
見
を
一
層
強
固
な
も
の
に
す
る
。
さ
ら
に
い

え
ば
、
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
各
人
の
嗜し

好こ
う

に
合
う
情
報
で
あ
る
か

ど
う
か
で
、
真
偽
の
ほ
ど
は
二
の
次
で
あ
る
。

　

翻
ひ
る
が
えっ
て
日
本
の
状
況
は
ど
う
か
。
確
か
に
日
本
で
も
、
ネ
ッ
ト
右

翼
と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
と
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
拡

大
に
と
も
な
っ
て
、
左
右
両
極
の
言
説
が
そ
れ
ぞ
れ
顕
在
化
し
て
い

る
。
し
か
し
、
欧
米
と
比
べ
て
、
有
権
者
レ
ベ
ル
に
お
い
て
人
び
と

の
政
治
的
分
極
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
議
論
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な

い
。
人
び
と
の
党
派
性
を
補
強
す
る
と
い
う
意
味
で
の
フ
ェ
イ
ク
・

ニ
ュ
ー
ス
の
作
用
は
相
対
的
に
小
さ
い
が
、
逢
坂
巌
・
駒
澤
大
学
准

教
授
の
見
立
て
で
は
、
無
党
派
層
の
多
い
日
本
な
れ
ば
こ
そ
、
マ
ス

谷
口
将
紀
（
た
に
ぐ
ち
・
ま
さ
き
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究

科 

教
授
。
東
京
大
学
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
政
治
学
、
現
代
日
本
政
治
論
。

Keywords

…
…
政
治
の
分
極
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
、
市
民
の
分
断
、
反
響
室
効
果
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
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各国において
どのような

ポスト・トゥルースの
影響がみられるか。

このような
政治情勢において、
政治やメディアには
どのような役割が

求められるか。

識者に問う
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

各
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
影
響
が
み
ら
れ
る
か
。

こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
に
お
い
て
、
政
治
や
メ
デ
ィ
ア
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
か
。

識
者
に
問
う 政

治
、
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
へ
の

信
頼
が
崩
壊

今
井
貴
子

成
蹊
大
学
法
学
部 

教
授

情
報
の
な
か
に
立
て
こ
も
り
、
自
分
と
異
な
る
意
見
や
反
論
あ
る
い
は
検
証
す
ら
遮
断
し
て
し
ま
う
社

会
で
は
、
水
平
的
に
も
垂
直
的
に
も
信
頼
の
基
盤
は
ま
す
ま
す
失
わ
れ
て
い
く
。

　
エ
リ
ー
ト
に
対
す
る
信
頼
失
墜
の
淵え

ん

源げ
ん

は
根
深
い
。実
質
よ
り
も
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
先
行
す
る「
ス

ピ
ン
」
政
治
、
世
論
に
反
し
た
イ
ラ
ク
侵
攻
、
金
銭
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
、
政
治
エ
リ
ー
ト
へ
の
信
頼
を

瓦が

解か
い

さ
せ
る
事
態
が
次
々
と
起
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
進
展
す
る
一
方
で
、
社
会

の
上
層
部
と
中
間
層
以
下
と
の
あ
い
だ
の
格
差
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
金

融
危
機
後
の
緊
縮
財
政
は
人
び
と
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
直
撃
し
、「
置
き
去
り
に
さ
れ
た
」
労
働
者
の
表

現
し
難
い
不
満
・
不
安
の
矛
先
は
、
人
心
か
ら
乖か

い

離り

し
た
エ
リ
ー
ト
た
ち
と
移
民
に
向
け
ら
れ
た
。

　

二
〇
一
七
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で
は
、
保
守
党
政
権
の
緊
縮
政
策
を
徹
底
批
判
し
た
コ
ー

ビ
ン
の
労
働
党
が
予
想
を
覆
し
て
議
席
を
伸
ば
し
た
の
に
対
し
、
離
脱
交
渉
で
優
位
に
立
と
う
と
し
た

メ
イ
首
相
の
保
守
党
は
惨
敗
し
少
数
政
権
に
転
落
し
た
。
こ
の
選
挙
で
問
わ
れ
た
の
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
超
え
た
政
策
の
実
質
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
と
い
う
「
事
実
」
を
見
て
議
論
せ
よ
と
い
う
有
権

者
の
声
は
、
信
頼
再
構
築
へ
の
重
大
な
端
緒
だ
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
先
進
国
の
労
働
福
祉
政
策
を
比
較
。
政
党
政
治
と
政
権
交
代
に
関
す
る
研
究
も
進
め
る
。
専
門
は
イ

ギ
リ
ス
政
治
、
比
較
福
祉
政
治
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
学
術
博
士
。
成
蹊
大

学
法
学
部
准
教
授
を
経
て
二
〇
一
二
年
よ
り
現
職
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
政
治
国
際
学
部
客
員
研
究
員
、
欧
州
大
学
大
学

院
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
・
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
も
務
め
た
。
論
考
に
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
の
変
容
─
『
当
然
の
与
党
』

の
隘
路
」
水
島
治
郎
編
『
保
守
の
比
較
政
治
学
─
欧
州・日
本
の
保
守
政
党
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
六
年
）

他
。

〇
一
六
年
六
月
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
問
う
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
投
票
に
お
け
る
離
脱
派
勝
利
は
、
歴

史
的
な
「
事
件
」
と
し
て
刻
ま
れ
た
。
こ
の
投
票
結
果
に
は
、
政
策
論
よ
り
も
事
実
を
誇

張
や
歪わ

い

曲き
ょ
く、
捏ね

つ

造ぞ
う
さ
え
し
て
感
情
に
訴
え
る
離
脱
派
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
少

な
か
ら
ず
影
響
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
離
脱
投
票
者
は
必
ず
し
も
そ
れ
ら
に
踊
ら
さ
れ
て
い
っ
と
き
の
衝
動
で
行
動
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
国
民
投
票
後
の
世
論
調
査
で
は
、
大
半
の
投
票
者
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
前
に
投
票
先
を
決
め
、

離
脱
派
の
九
割
近
く
は
国
民
投
票
が
再
度
実
施
さ
れ
て
も
同
様
の
投
票
を
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
投
票
に
先
立
っ
て
離
脱
支
持
者
の
多
く
は
、
政
治
家
や
専
門
家
た
ち
が
躍
起
に
な
っ
て

示
し
た
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
る
甚
大
な
損
失
と
い
う
「
事
実
」
を
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
欠
け
る
説
教
と
一
蹴
し

た
。
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
と
も
表
現
さ
れ
る
そ
の
状
況
は
、
本
質
的
に
は
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

へ
の
信
頼
が
崩
壊
し
た
「
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
ト
」
の
時
代
と
い
え
る
も
の
だ
ろ
う
。
人
び
と
が
信
じ
た
い

二
今
井
貴
子
（
い
ま
い
・
た
か
こ
）

ブレイディみかこ〔2017〕

『子どもたちの階級闘争
―ブロークン・ブリテンの無料託児所から』

みすず書房
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

各
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
影
響
が
み
ら
れ
る
か
。

こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
に
お
い
て
、
政
治
や
メ
デ
ィ
ア
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
か
。

識
者
に
問
う 党

派
的
な
分
極
化
が
招
い
た
政
治
的
分
断

飯
田
連
太
郎

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

附
属
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
・
比
較
法
政
研
究

セ
ン
タ
ー

特
任
研
究
員

そ
れ
を
反
映
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
強
い
党
派
性
に
あ
る
と
思
う
。
共
和
・
民
主
両
党
は
か
つ
て
は
中
道
寄
り

だ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
両
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
お
互
い
に
大
き
く
乖
離
し
、
妥
協
や
協
力

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
政
治
的
な
分
断
に
、
党
派
色
の
強
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
さ
ら
に

拍
車
を
掛
け
る
状
態
に
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
は
一
九
世
紀
の
党
派
色
の
強
い
報
道
を
反
省
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら

一
九
七
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
公
平
中
立
な
報
道
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ

の
後
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
普
及
し
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
が
飛
躍
的
に
増
え
る
な
か
、
他
局
と
の
差
別
化
を

図
る
た
め
に
よ
り
過
激
な
主
張
を
す
る
メ
デ
ィ
ア
も
出
て
き
た
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
、
メ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
信
頼
度
も
徐
々
に
低
下
し
て
き
て
お
り
、
共
和
党
支
持
者
の
多
く
は
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
よ
り
も

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
信
用
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
が
、
や
は
り
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
は
大
き
い
。
メ
デ
ィ
ア
が

政
権
を
監
視
し
是
正
す
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
。
特
に
保
守
系
メ
デ
ィ
ア
が
政
権
の
在
り
方
を
批
判
し
、

抑
制
す
る
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
か
ど
う
か
が
鍵
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
政
治
学
に
お
け
る
気
鋭
の
若
手
研
究
者
。
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
党
政
治
の
変
容
や
、
そ
れ
に
関
連
す
る

社
会
運
動
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
。
専
門
は
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
。
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
卒
業
後
、
東
京
大

学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
政
治
学
部
博
士
候
補
。
二
〇
一
四
年

よ
り
現
職
。

治
家
が
う
そ
を
つ
く
」
と
い
う
現
象
は
古
今
東
西
、
広
く
見
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
ニ
ク

ソ
ン
元
大
統
領
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
、
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統
領
の
不
倫
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
比
べ
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
事
実
を
軽
視
し
、

う
そ
を
つ
く
と
い
う
現
象
は
か
な
り
度
を
越
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
う
そ
や
誇
張
の
な
か
に
は
、
支
持
拡
大
の
た
め
の
戦
略
的
な
意
図
に
よ
る
も
の

も
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
持
率
が
高
ま
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
、
不
都
合
な
客
観
的

事
実
や
科
学
的
な
知
見
を
否
定
し
、
ま
た
、
怒
り
に
任
せ
た
衝
動
的
な
発
言
を
し
た
こ
と
で
、
支
持
率

の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
有
権
者
の
支
持
を
集
め
た
の
は
、
個
人
的

な
心
情
に
訴
え
、自
分
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
さ
せ
た
か
ら
だ
。
そ
の
意
味
で
、ポ
ス
ト・

ト
ゥ
ル
ー
ス
の
現
象
と
大
統
領
選
は
切
り
離
し
て
考
え
た
方
が
よ
い
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
深
刻
さ
は
、
大
統
領
選
挙
の
背
後
に
あ
る
政
党
の
分
極
化
と
、

飯
田
連
太
郎
（
い
い
だ
・
れ
ん
た
ろ
う
）

政
「

Jonathan M. Ladd〔2011〕

Why Americans Hate the Media
and How It Matters

Princeton University Press
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

各
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
影
響
が
み
ら
れ
る
か
。

こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
に
お
い
て
、
政
治
や
メ
デ
ィ
ア
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
か
。

識
者
に
問
う 政

党
組
織
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
強
化
を

逢
坂 

巌

駒
澤
大
学
法
学
部

准
教
授

逢坂巌〔2014〕

『日本政治とメディア
―テレビの登場からネット時代まで』

中公新書

論
説
の
み
な
ら
ず
記
事
や
報
道
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
政
治
的

な
意
義
は
、
有
権
者
に
代
わ
り
環
境
監
視
と
権
力
監
視
を
行
な
い
、
そ
れ
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
あ
る
。

政
権
を
倒
し
た
り
つ
く
っ
た
り
、
政
治
的
な
主
張
や
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
仕

事
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
裏
付
け
の
あ
る
ス
ク
ー
プ
を
取
っ
て
く
る
こ
と
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が

権
力
と
対た

い

峙じ

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
政
治
の
側
も
変
わ
る
必
要
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
対
抗
す
る
力
を
付
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
政

党
組
織
を
強
く
し
、
草
の
根
運
動
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
オ
バ
マ
の
選
挙
活
動
を
ア
メ

リ
カ
で
見
て
い
た
が
、
最
後
は
戸
別
訪
問
で
情
報
を
吸
い
上
げ
て
い
る
。
日
本
で
も
、
選
挙
期
間
中
の

戸
別
訪
問
を
解
禁
し
、
政
治
に
つ
い
て
最
も
よ
く
考
え
、
国
民
の
あ
い
だ
で
議
論
が
活
性
化
す
る
選
挙

期
間
に
、
有
権
者
と
直
接
対
話
す
る
べ
き
だ
。

　

間
違
っ
た
情
報
・
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
情
報
は
政
治
を
歪ゆ

が
ま
せ
る
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か

け
て
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
は
そ
れ
を
経
験
し
た
。
ネ
ッ
ト
と
ス
マ
ホ
の
発
達
で
誰
し
も
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
担
い
う
る
状
況
と
な
っ
た
今
日
、
国
民
個
々
人
が
情
報
の
大
切
さ
を
考
え
、
同
じ
轍て

つ

を
踏
ま
な
い

創
意
工
夫
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
や
、
政
党
や
政
治
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

る
。
選
挙
の
際
の
候
補
者
に
よ
る
公
開
討
論
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
多
数
務
め
る
。
専
門
は
現
代
日
本
政
治
、
政
治

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
同
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
法
学
修
士
。
東
京
大

学
助
手
、
立
教
大
学
社
会
学
部
助
教
な
ど
を
経
て
二
〇
一
七
年
よ
り
現
職
。
著
書
に
『
政
治
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年
）、『
テ
レ
ビ
政
治
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年
）
他
。

本
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
上
の
誇
張
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
に
世
論
が
す
ぐ
反
応
し
、
政
治

が
攻
撃
の
対
象
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
メ
デ
ィ
ア
の
力
に
対
抗
で
き
ず
辞
任
し
た
首
相
や

政
治
家
は
数
多
い
。

　

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
政
治
が
影
響
を
受
け
る
と
い
う
意
味
で
は
、「
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
」
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
日
本
の
方
が
先
行
し
て
お
り
、
日
本
は
民
主
政
治
の
危
機

の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

日
本
で
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
が
強
大
と
な
っ
た
の
は
、
政
党
組
織
の
弱
体
化
を
背
景
に
無
党
派
層
が

増
え
、
そ
の
動
向
に
よ
っ
て
選
挙
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
だ
。
無
党
派
の
支
持
に
よ

っ
て
政
権
が
代
わ
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
政
治
が
、
無
党
派
層
に
影
響
を
及
ぼ
す
メ
デ
ィ
ア
を
統
御

し
よ
う
と
考
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
近
年
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
側
で
も
、
会
社
単
位
で
の
政
権
と
の
距
離
感
や
主
張
の
違
い
が
、

日
逢
坂 

巌
（
お
う
さ
か
・
い
わ
お
）
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

各
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
影
響
が
み
ら
れ
る
か
。

こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
に
お
い
て
、
政
治
や
メ
デ
ィ
ア
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
か
。

識
者
に
問
う フ

ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
、
報
道
検
証
で

「
事
実
」
の
信
頼
を
高
め
る

園
田
耕
司

朝
日
新
聞 

政
治
部
記
者

に
監
視
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
メ
デ
ィ
ア
が
人
び
と
の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
社
会
の
ウ
オ
ッ

チ
・
ド
ッ
グ
（
番
犬
）
と
し
て
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
信
頼
を
回
復
す
る
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
や
地
道
な
報
道
検
証
が
鍵
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
は
、
政
治
家
ら
の
発
言
が
本
当
に
事
実
か
を
確
認
す
る
手
法
で
、
ア
メ
リ
カ
が
先

行
し
て
い
る
。『
朝
日
新
聞
』
は
二
〇
一
六
年
一
〇
月
か
ら
始
め
、
大
き
な
反
響
を
得
た
が
、
ま
だ
試
行

錯
誤
の
段
階
で
あ
る
。
ま
た
、
報
道
の
在
り
方
そ
の
も
の
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
時
代
だ
。「
客
観
報
道
」

の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
報
道
の
在
り
方
が
適
切
で
あ
っ
た
か
と
い
う
検
証
も
重
要
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア

自
身
も
権
力
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
、
そ
の
権
力
の
使
い
方
を
つ
ね
に
自
分
た
ち
で
真
摯
に
検
証
・
監

視
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

政
治
権
力
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
監
視
が
効
か
な
く
な
っ
た
と
き
、
民
主
主
義
は
危
機
的
状
況
に
陥

る
。
人
び
と
が
フ
ェ
イ
ク
・
ニ
ュ
ー
ス
に
強
い
不
安
を
覚
え
る
い
ま
、
伝
統
メ
デ
ィ
ア
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
新
た
な
手
法
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
プ
ロ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
事
実
を
伝
え
て
い
く
と
い
う
原
点
回
帰
の
一
点
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。

朝
日
新
聞
政
治
部
で
首
相
官
邸
や
自
民
党
、
防
衛
省
を
担
当
。
同
紙
で
二
〇
一
六
年
か
ら
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
コ
ー
ナ

ー
を
始
動
さ
せ
、
読
者
の
反
響
を
呼
ん
だ
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
卒
。
二
〇
〇
〇
年
、
朝
日
新
聞
入
社
。
福
井
、
長

野
総
局
、
西
部
報
道
セ
ン
タ
ー
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
職
。
二
〇
一
五
～
一
六
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
。

共
著
に
『
安
倍
政
権
の
裏
の
顔
―
「
攻
防　

集
団
的
自
衛
権
」
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
』（
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）、『
こ
の
国
を

揺
る
が
す
男
―
安
倍
晋
三
と
は
何
者
か
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
六
年
）。

Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
る
情
報
革
命
が
起
き
、
個
人
が
社
会
に
向
け
て
声
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
半
面
、
自
分
の
嗜
好
に
合
っ
た
情
報
を
選
択
し
が
ち
に
な
り
、
政
治
的
に

右
と
左
の
両
極
端
へ
人
び
と
の
意
見
が
分
断
さ
れ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
が
中
立
で
客
観
的
な

報
道
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
両
極
に
い
る
人
か
ら
は
偏
向
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
い
、
メ
デ

ィ
ア
批
判
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
不
信
を
生
ん
で
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
大
国
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
現
象
が
非
常
に
強
く
、
二
〇
一
六
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
ト

ラ
ン
プ
氏
や
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
は
、
既
存
メ
デ
ィ
ア
へ
の
不
信
を
利
用
し
て
支
持
を
拡
大
し
た
。
こ
れ
を
ポ

ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
と
も
い
え
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
攻
撃
し
つ
つ
利
用
す
る
こ
と
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
治

の
特
性
で
あ
り
、
日
本
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
が
今
後
も
っ
と
広
ま
る
に
つ
れ
、
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
傾
向
が

さ
ら
に
強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
大
き
な
役
割
は
、
公
権
力
が
過
度
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

Ｓ
園
田
耕
司
（
そ
の
だ
・
こ
う
じ
）

園田耕司〔2016〕

「〈アメリカ・ジャーナリズムの現在〉
ポピュリズムが生み出すメディア不信」

『Journalism』no. 317（2016 年 10 月号）、朝日新聞社
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

各
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
影
響
が
み
ら
れ
る
か
。

こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
に
お
い
て
、
政
治
や
メ
デ
ィ
ア
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
か
。

識
者
に
問
う 社

会
を
分
断
し
、

そ
し
て
つ
な
げ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

Photo: Jun Tsuboike / BuzzFeed

古
田
大
輔

バ
ズ
フ
ィ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン

創
刊
編
集
長

る
記
事
を
書
け
ば
、
う
そ
で
も
ト
ラ
ン
プ
氏
支
持
者
は
喜
ん
で
シ
ェ
ア
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
記
事
を
書

い
た
人
は
、
ネ
ッ
ト
広
告
収
入
を
得
て
い
た
。
金
銭
目
的
だ
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
情
報
が
世
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
、
非
常
に
危
険
だ
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
情
報
の
検
証
だ
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
メ
デ
ィ
ア
を
介

さ
ず
と
も
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
数
億
人
に
向
け
て
発
信
で
き
る
。
そ
ん
な
時
代
に
は
、
た
ん
に
政
治
家
の
発

言
を
報
道
す
る
だ
け
で
は
う
そ
を
報
じ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
発
言
が
フ
ァ
ク
ト
に
基
づ
い
た

も
の
か
検
証
し
、
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
か
解
説
す
る
。
そ
う
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
『
バ
ズ
フ
ィ
ー
ド
』
で
は
、怪
し
い
情
報
に
つ
い
て
裏
を
取
り
、検
証
し
て
報
道
す
る
「
デ
バ
ン
キ
ン
グ
」

と
い
う
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
信
頼
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
、
楽
し
い
ネ
タ
、『
バ
ズ
フ
ィ
ー
ド
』

は
そ
れ
ら
を
通
じ
て
人
び
と
の
生
活
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。

　

情
報
は
、
人
び
と
に
と
っ
て
、
知
的
・
精
神
的
健
康
を
養
う
た
め
の
食
料
の
よ
う
な
も
の
だ
。
記

コ
ン
テ
ン
ツ事

を
作
る
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
、
そ
れ
を
流
通
さ
せ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
情
報
の
信
頼
性

を
高
め
る
た
め
の
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

冒
頭
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
真
実
に
基
づ
か
な
い
議
論
は
も
と
も
と
あ
っ
た
。
社
会
の
分
断
も
。
ネ
ッ
ト

は
そ
れ
を
顕
在
化
さ
せ
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
分
断
を
乗
り
越
え
る
試
み
も
、
ネ
ッ
ト
か
ら
生
ま
れ
る

は
ず
だ
。

バ
ズ
フ
ィ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
は
米
バ
ズ
フ
ィ
ー
ド
と
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
と
の
合
弁
で
、
二
〇
一
六
年
一
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
含
む
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
。
グ
ロ
ー
バ
ル
全
体
で
、
ニ

ュ
ー
ス
検
証
に
力
を
入
れ
る
。
二
〇
一
六
年
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
問
題
を
い
ち
早
く
取
材
、
問
題
の
顕
在
化
に
貢
献

し
た
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
。
朝
日
新
聞
社
入
社
後
、
社
会
部
、
ア
ジ
ア
総
局
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
局
長
、
デ

ジ
タ
ル
版
編
集
等
を
経
て
、
二
〇
一
五
年
退
社
。
同
年
、
バ
ズ
フ
ィ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
に
入
社
し
、
創
刊
編
集
長
に
就
任
。

ァ
ク
ト
に
基
づ
か
な
い
議
論
は
昔
か
ら
あ
っ
た
。そ
れ
が
限
度
を
超
え
た
い
ま
の
時
代
が「
ポ

ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
」
だ
。

　

原
因
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
あ
る
。
誰
も
が
自
由
に
情
報
を
発
信
・
受
信
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
人
び
と
は
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
効
用
は
大
き
い
が
、
玉
石
混
交
の
情
報
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
、

自
分
に
近
い
意
見
を
も
つ
人
ば
か
り
が
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ユ
ー
ザ
ー
が
好
む
情
報
を
収
集
す
る
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
そ
れ
を
加
速

す
る
。「
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
だ
。
見
え
な
い
泡
に
覆
わ
れ
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
そ
の
泡
の
膜
に
選

別
さ
れ
た
情
報
だ
け
を
受
け
取
る
。
自
分
に
近
い
意
見
ば
か
り
受
け
取
る
人
び
と
は
、
政
治
的
に
偏
っ

て
し
ま
う
。

　

人
び
と
を
つ
な
げ
る
と
期
待
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、
社
会
を
分
断
し
て
し
ま
っ
た
。
二
〇
一
六

年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
は
そ
の
最
た
る
も
の
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
を
応
援
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
を
批
判
す

フ
古
田
大
輔
（
ふ
る
た
・
だ
い
す
け
）

Eli Pariser〔2011〕

The Filter Bubble: What the Internet Is Hiding from You
Penguin Press  

イーライ・パリサー〔2016〕『フィルターバブル―インターネットが隠していること』
井口耕二（翻訳）、ハヤカワ文庫 NF
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政
治

メ
デ
ィ
ア

う
そ
・
誇
張

・自分の嗜好に合った情報を　　

選択するフィルターバブル

・広告収入目的の記事による助長

社会の分断へ

・マスメディアの党派性 政治的な分離を助長

・グローバル化の影と格差拡大　　　　　　　　

エリート層への信頼が崩壊
 「ポスト・トラストの時代」

・メディアの力が強大なのは英米と同じ

弱い政党組織と
 無党派層の多さが背景に

ポスト・トゥルースについて
5人の識者はどう考えているか

情
報
革
命
の
マ
イ
ナ
ス
面

既
存
メ
デ
ィ
ア

・ポピュリズム政治による
メディア攻撃

支持率拡大には
効果なし

「ポスト・トラスト」の時代

政党組織を強化する

政党が草の根運動を
できるようにする

ファクトチェックや報道　
検証で信頼を取り戻す

権力と対峙できる　　
ジャーナリズムを育成

フェイクニュース
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